
～ 令和8年年　3月　30日

（対象者数） 22 （回答者数） 21

～ 令和8年年　3月　30日

（対象者数） 5 （回答者数） 5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
・毎月の利用者カレンダーを配信する際に、空き状況を
伝え、イベント参加や必要な時に追加利用ができるよう
にする。

2
・第２教室内だけにとどまらず、合同イベントを考え、地
域や他事業所とも交流できるようにしていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
・些細なことでも記録をしていき、重大な事故や怪我等
を未然に防いでいけるよう役立てる。

2
・保護者のニーズ（話し合いたいこと）を聞き、有意義な
交流ができるよう保護者会を計画する。

事業所における自己評価総括表

・ヒヤリハットが機能していないこと。
・フォーマットはあっても、事業所自体が立ち上げてまだ
数年だったため活用していなかった。

・保護者同士が交流し、情報交換できる機会がなかった
こと。

・今まで要望があるかわからなかったが、アンケートの結
果を受けて希望する意見があった。

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和8年　6月　9日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

・インスタやマチコミで情報発信をしたり、保護者とのコ
ミュニケーションが円滑にできている。

・インスタで日々の様子を伝え、保護者もそれを楽しみに
している。マチコミではイベントのお知らせや活動予定を
配信している。

○事業所名 放課後等デイサービス　ここ第２教室

○保護者評価実施期間 令和8年　2月　24日

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 令和8年　2月　24日

・多彩なイベントを計画し、様々な経験ができるようにし
ている。

・子どもたちのしたいこと、行きたいところ、喜んでくれそ
うなことを考え、計画実行し、振り返りを次の活動につな
げている。

公表


